










る。さらに，目黒・渋谷 ・板橋・すがも ・蒲田 －八王子などの町誌 ・郷土史もそれぞれ一巻をなしてい
て，郊外発展の模様をつぶさに知ることができる。写真 ・版画などの視覚資料はもと より，各種統計資
料，職業一覧，交通図も便利で，明治 ・大正期の都市東京の姿を知るうえで基礎的な文献と言えよう。












































『第4巻 日本版画巻（上）』 『第 5巻 日本版画巻（下）』となっている。収録された全作品は 1677点
である。世界 14か国 251名の画家の内 日本人版画家は 138名含まれている。その中には，若き頃の
石井鶴三，恩地孝四郎，関野準一郎，田辺至，永瀬義郎，前川千帆，棟方志功など後に昭和時代の日本
を代表する版画家たちがほとんど網羅されている。美術史資料としてだけでなく ，文化交流史研究の資
料としても活用されることが期待される。
「ドイツの子供達が飢えているj
（リトグラフ）Kathe Kollwi包
北京魯迅博物館蔵
「開港偶人」（木版）
加藤悌
北京魯迅博物館蔵
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「チェーホフ像J（木版）
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上海魯迅記念館蔵
（彰国躍）
